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プレゼント応募方法　はがきかEメールに、①番組で出題し
たクイズの答え②ご覧になった放送局③番組の感想④住所
⑤氏名⑥年齢⑦電話番号を書いて広報係（あて先は20ページ
下部）へ。2月29日（水）必着　※応募は1人1通。正解者の中
から抽選し、発表は発送（3月中旬）をもって代えさせていた
だきます。　　　　　 【12月放送の答え=B   応募数=69通】

放送時間（放送局）放送予定日

  9:25（NBC）、11:40（KTN）2月  4日（土）

  9:25（N I B）、11:40（NCC）2月11日（土）

  9:25（NBC）、11:40（KTN）2月18日（土）

  9:25（N I B）、11:40（NCC）2月25日（土）

18:55（テレビ佐世保）      毎週日曜

●問秘書課　緯24-1111

1月に放送した「くっけん広場に
行って

みよう！」の収録の様子。市ホー
ムペー

ジで閲覧できます。

本市では佐世保を代表するような特産品の開発に取り組んでいます。番組で
は、市民のアイデアと地元菓子店の協力により商品化に成功し、昨年12月か
ら販売を始めた「佐世保開港ロールケーキ」を、朝長市長が紹介します。

市民のアイデアから生まれた特産品

「佐世保開港ロールケーキ」新発売！

2月の市政広報テレビ番組「キラっ都させぼ」

2月放送のクイズ当選者プレゼント

「佐世保開港ロールケーキ」1個を 5人に

30

コーヒーを使ったスポ
ンジで、キャラメルク
リームと佐世保産の米
粉を使ったライスプリ
ンを包み込んでいます。
ライスプリンはかわい
いハート型で、見た目
にも楽しめます。

●問企業立地・観光物産振興局　緯24-1111

　本市では佐世保市主催の成人式以外に

も各地域でさまざまな成人式が開催されており、こ

としは「宇久地区成人式典」（1月2日、宇久地区生

涯学習推進会主催）と「江迎の子どもたちの成人を

祝う会」（1月3日、同会実行委員会・江迎地区生涯学

習推進会主催）に出席させていただきました。

　この2つの成人式は合併前には町主催で開催され

ていましたが、合併後に佐世保市主催の式典とは形

式や日時を変えて、新成人者がより集まりやすい三

が日のうちに地元で開催されることになったとの

ことでした。宇久の式典に参加した新成人は、対象

者40人のうち35人。宇久に実家があるほぼ全員が

参加したそうです。江迎地区においても83人中63

人が参加され、両地区とも高い参加率でした。

　この2つの成人式に共通していたのは、新成人の

家族や中学校時代の恩師、地域の団体の役員さんな

ど、新成人に関わりの深い人が数多く参加されてい

たこと。そして、そうした人たちの前で、新成人の

皆さんが、近況報告や新成人者としての思い、決意

などを一人一人発表されたことでした。そのス

ピーチはとても感動的で、出席した人は誰もが新成

人の皆さんを頼もしく感じたのではないかと思い

ます。

　新成人者が主役となり、その一人一人が自分の存

在感を十分に発揮できる成人式、そして、地域の

人々や恩師、家族にとっては、これまで見守ってき

た子どもたちのしっかりした考えや抱負を聞くこ

とができ、子どもたちを間近で祝福できる成人式。

宇久と江迎地区で開催された成人式はそんなこと

が感じられる式典であり、人生の節目に行う行事と

して、本当に意義ある素晴らしい式典でした。この

2つの成人式に、成人式の真の在り方や原点を見た

ように感じました。

佐世保市長　朝長　則男

地域の子どもたちの成人を地域ぐるみで祝う会
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九十九島かき

（12月受付分、敬称略、順不同）
▷潜龍酒造㈱売店（江迎町長坂）▷まゆの会
（江迎町乱橋）▷イトウタカコ▷蛭川誠司（山
祇町）▷白南風小学校育友会（山祇町）▷メン
ドコロアキラ▷サイツヒロミ▷ブルズキツチ
ンオオムラ▷江上小学校児童（指方町）▷川村
フサ子（吉井町立石）▷アルカスSASEBO（三
浦町）▷陽富実会会員一同（桜木町）▷ロウジ
ンホケンシセツサクラ▷㈱佐世保エネルギー
センター（干尽町）
本市募集分の東日本大震災義援金は、3月31日賞
をもって受け付けを終了します。皆さんから寄
せられました温かい善意に厚くお礼を申し上げ
ますとともに、引き続きご支援をお願いします。

●問市民協働推進室　緯24-1111

　西海国立公園九十九島の海は、県下有数のカキの産
地です。リアス式海岸で干満の差が大きく、島々から
流れ込むたっぷりの養分ときれいな海水が入り混じり、
良質のカキを育てます。九十九島かきはひと口サイズ
で食べやすく、引き締まった身と濃厚な味が特徴。旬
を迎えた、ぷりぷりのカキをぜひ味わってください。
※2月の土・日曜、祝日には西海パールシーリゾートで
　恒例の「九十九島かき食うカキ祭り」を開催します。
　たくさんのご来場をお待ちしています（14ページ参照）。
●問企業立地・観光物産振興局　緯24-1111

皆さんのご協力に厚くお礼を申し上げます

東日本大震災の被災地支援
義援金累計 1億5326万1458円

（12月31日現在）

31　
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【おわびと訂正】本紙1月号に次のとおり誤りがありました。おわびして訂正します。12ページ「新種のクラゲ映像を公開」→「クラゲの展示」
　　　　　　　 16ページ　水道局職員採用試験　受験資格　「～平成5年4月1日」→「～平成6年4月1日」
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